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日 時 令和元年8月2日（金）18時30分～20時00分 

会 場 北広島市役所5階 委員会室 

出席委員 飯浜会長、百瀨副会長、冨士原委員、東口委員、中目委員、西澤委員、湯㘴

委員、高嶋委員 

欠席委員 亀岡委員、菊地委員 

市出席者 仲野子育て支援部長、高橋子ども家庭課長、記内子ども家庭課主査、笠井子

ども家庭課主査、印牧子ども家庭課主査、加藤子ども家庭課主査、金田子ど

も家庭課主事 

 

 

○事務局    （開会あいさつ） 

 

○委員     お晩でございます。暑いなかご出席をいただきましてありがとうございます。

お疲れかとは存じますが、このまちの子育ての環境にとってさらに良い環境と

なりますよう皆様のご審議をいただきたいと思いますので、どうぞよろしくお

願いいたします。 

それでは、本日は審議事項が２つ用意されております。まず１番目、子ども・

子育て支援サービスの「量の見込み」について事務局よりご説明をお願いいた

します。 

 

○事務局    （資料１に沿って説明） 

 

○会長     はい、ありがとうございました。「量の見込み」ということで、ニーズ調査

それから実績を踏まえたり上昇率を加味したりということで見込み量が算出

されて、今ご提案をいただいたところでございます。地域子ども・子育て支援

事業の13事業のうちの12・13の2事業につきましては次回以降にご審議をい

ただくという説明でしたが、いろいろ項目がありますが、ご質問・ご意見等あ

りましたら承りたいと思いますのでよろしくお願いいたします。ちょっと目を

通していただく時間を取りたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

        （各委員、資料の確認） 

 

○会長     確認ですが、9 ページの（8）一時預かり事業に関しましては、無償化の申

請状況によっては見込み量に修正があるかもしれないということですね？ 

 

○事務局    はい。 

 

○会長     現時点でのご審議ということで、よろしくお願いいたします。 

        せっかくの機会ですので、委員いかがでしょうか。 

 

○委員     この事業計画を新たに立てるための「量の見込み」ですけれども、何よりも

基本になるのが人口、児童数の推計だと思いますが、ボールパーク構想が進め

ば人口や推計が変わってくると思いますが、その辺はどのようにお考えですか。 

 

○事務局    ありがとうございます。実はボールパークによる人口推計というのが全市的

にもまだ出ていない実態がございますので、この人口推計にはボールパーク関

係は加味していない数字となっております。 

 

別記様式(第3条関係) 
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○委員     今後のことでもいいんですけれども、どのように進めていかれるのか。とい

うのも今年度で今の5箇年の計画が終わって、今後また新たに5年の計画を立

てるにあたって、ボールパークそのものは2023年に開業予定ということで子

育て事業計画に限りませんが影響はあると思いますので、そのあたりは市全体

のお話になるのかもしれませんが、その辺の基本的なお考えをお聞かせいただ

ければと思います。 

 

○事務局    実はこの子ども・子育て支援プランの上位計画になります北広島市総合計画

が別途策定中でして、この次期計画が2021年度からの10箇年計画になります。

その中でボールパークも加味した人口推計を出す予定となっておりまして、そ

れが来年度になる予定です。来年度になりましたらこの子ども・子育て支援プ

ランの第2期計画は1年目の計画期間が始まってきますので、もしその総合計

画の人口推計で子ども・子育て支援プランとかい離が大きくなるような状況が

起こった場合につきましては、適宜プランの修正・変更を行っていくというこ

とになると思います。 

 

○会長     ありがとうございます。そのほか、いかがでしょうか。 

         

○委員     ファミサポと緊サポの量の見込みが増えていますが、今年も協力会員の講習

に出てきたんですけれども、協力会員の人数がそんなに増えている感じはしな

いので、これからその辺をどうしていきたいのか、利用量が増える割には協力

会員が増えていかないので、皆さんの負担が増えるのではないかと思いますが、

いかがでしょうか。 

 

○事務局    協力会員がいなければ成り立たない事業でございますので、協力会員が増え

るような取組みも併せて検討して参ります。 

 

○会長     委員いかがでしょうか。学童クラブの部分について。 

 

○委員     学童クラブに通っている子どもが年々増えていくということなんですが、こ

れからも増えていって大規模になった場合は分割することなどを考えていた

だけるのかなということと、今夏休み中で今年はとても暑いんですよね。うち

の学童は夏休み中80人以上の登録があって、毎日50人以上の子どもが来るの

で、どうしても室温が34・35度くらいになります。夏休み中は一日中学童に

いなくてはならないので、学童にこそエアコンをつけていただいて、子どもた

ちが少しでも快適に生活できるようにしていただければなと思います。よろし

くお願いします。 

 

○会長     事務局お願いいたします。 

 

○事務局    まず1点目の大規模な学童クラブの分割に関してですけれども、確保策の中

で具体的な検討になってくると思いますが、国の考え方で学童クラブの適正な

規模としましてはおおむね40人程度の規模が望ましいとされておりますので、

今後新たに整備する場合につきましてはそのことを踏まえて整備していくこ

とになると思います。 

それから暑さ対策ですが、今年は猛暑の日が続いていて学童クラブが非常に

暑いということは先生方からも伺っておりまして、こちらとしても認知してい

るところでございます。特に学童クラブは夏休み中一日いっぱい過ごすところ

で、子どもの人数も増えておりますので、夏休みの暑さ対策・湿度対策といっ
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た部分は必要性を認識しております。 

ただ、エアコンについては全学童12箇所に整備となりますと大きなお金が

かかることでもありますので、計画的にということになると思いますけれども、

子育て支援部としては必要性を十分認識しておりますので、今後に向けてその

辺はしっかりと検討して参りたいと思います。         

 

○会長     ありがとうございます。ほかいかがでしょうか。 

それでは来年度からの5箇年間ということで、これからまたどういう風に対

策をしていくかという方策の部分ですね。その計画について今後またご審議を

いただくことがあると思うんですが、その基になります「量の見込み」の数値

ですが、事務局から説明のあったとおりこれでお認めいただくということでよ

ろしゅうございますでしょうか。 

（異議なし） 

はい、ありがとうございます。ではそれに基づいて今後もご審議をいただく

ということで、よろしくお願いいたします。 

それでは引き続きまして２番目の幼児教育・保育の無償化に伴う関係条例等

の改正についてということで、これも事務局からご説明をお願いいたします。 

 

○事務局    （資料２に沿って説明） 

 

○飯浜会長   ありがとうございました。無償化に伴う関係条例・規則等の改正についてご

説明とスケジュールについてご説明がありました。ご質問・ご意見等ありまし

たらいただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

        委員、無償化について何かご質問等ございますか。 

 

○委員     まだうまく把握していないところがあって、皆さんのように現場で接してい

る者とちょっと違うので、詳しいことがまだわからないのが現状なんですけれ

ども、今回のことと関係あることかわかりませんが、例えば幼稚園だと親の所

得によって年間で保育料が助成される就園奨励費があったと思いますが、そう

いったものが無償化で変わるところとかあるのでしょうか。 

 

○事務局    3から5歳に関しては幼稚園・保育園含めまして利用料が全く無償になりま

すので、保護者の方がお支払いいただくこと自体が必要なくなりますので、幼

稚園就園奨励費もこれまでの形ではなくなります。 

 

○会長     ありがとうございます。委員いかがですか。 

 

○委員     無償化に関していいますと、保育園を利用している方もいますけれども、ご

兄弟で別々の園ですとかいろいろなパターンがあるんですけれども、無償化に

関してはこのペーパーですとか説明会に市の方からも来ていただきましたが、

実際に保護者の方からお話を聞きますと、率直によくわからないという声を耳

にします。なので、具体的に自分はどういう手続きを取ったらいいんだろうと

今日も聞かれたので、詳しくは子ども家庭課に聞いてくださいとご案内するん

ですけれども、本当に分かりづらいんだなと感じるので、保護者の方から問い

合わせや電話があった場合には丁寧な対応をお願いしたいと思います。 

 

○事務局    この制度につきましては私たちも結構理解するのに時間がかかりまして、担

当主査とも去年からいろいろな説明会4.5回は参加しています。基本的に幼稚

園は申請手続きが必要であったり、保育園に関しては申請は必要ないけれども
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食材料費について変更があったりするので、そこそこの施設に応じた説明会を

7月にやらせていただいたんですけれども、今後も丁寧な説明をしていきたい

と考えておりますし、ホームページ等でもわかりやすい説明資料を掲載して参

りたいと思います。もちろん個別にお問い合わせいただければその方々に応じ

た手続きや変更内容についてお答えできますので、ぜひ子ども家庭課にお問い

合わせいただくようご案内いただければと思います。 

 

○委員     ありがとうございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

○会長     はい、ありがとうございます。委員、いかがでしょうか。 

 

○委員     変化に伴い大変だと思ますが、いろいろありがとうございます。うちの園で

は説明会をやっていただいて、保護者の皆さんも少しはイメージできた部分は

あると思うんですけれども、今後、今は10月からに向けて動いていると思い

ますけれども、4 月入園の幼稚園部門のお子さんが 11 月 1 日に受付を開始す

るときにまた今度はどんな書類が増えるのかなとか、どこまでどう伝えて良い

のかなとか、来年の4月スタートに向けての動きがまだ不明なところがあるの

でその辺も事務的にも早めに情報をいただければと思います。 

        あとはやはり3から5歳の預かり保育、一時預かりの方の無償化に伴っての

お受けする人数が増える可能性があるので、通常の保育料が無償になるから一

時預かりを使おうかなという人も出てくると思いますので、お母さん方にとっ

てはありがたい話だとは思いますが、保育士確保といった部分ではこれまでも

課題でしたがさらに課題になってくるのかなと思います。無償化の準備でお忙

しいと思いますが、保育士確保についても引き続きご協力をお願いしたいと思

います。以上です。 

 

○会長     ありがとうございます。事務局いかがですか。 

 

○事務局    まず1点目の4月から必要な手続きにつきましては、こちらとしてもできる

だけ早めにお知らせできるように頑張りたいと思いますので、ご協力よろしく

お願いいたします。 

        もう1つ保育士確保についてですけれども、無償化に伴って先ほどの「量の

見込み」の中でも出てきましたが幼稚園の一時預かりに関しては、今回無償化

の対象になるので新たにパートを増やして一時預かりを活用しようとか考え

るご家庭もどれくらいいるのか予測のつかない部分はありますけれども、増え

る要素というのは十分にあると思います。 

一方で保育士の確保というのがなかなか難しい実態があるというのも重々

承知しておりますので、確保に直結する取組みは難しいのかもしれませんけれ

ども、市としても検討していきたいと考えております。 

 

○会長     はい、ありがとうございます。資料２の関係条例等の改正についてというこ

とで、お認めいただくということでよろしいでしょうか。 

        （異議なし） 

        ありがとうございます。それではその他ということで、事務局からお願いい

たします。 

 

○事務局    その他ということで、本日お配りさせていただきました子どもの生活実態調

査についてご報告させていただきます。こちらの子どもの生活実態調査につき

ましては、一度速報としましてこの子ども・子育て会議でご報告させていただ
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いたところでございますが、集計結果ということでご報告させていただきます。 

（資料に沿って説明） 

 

○会長     はい、ありがとうございました。子どもの生活実態調査の結果報告をいただ

きました。委員、今の報告についていかがですか。 

 

○委員     集計は大変だったと思いますが、お疲れ様でした。回収については、学校を

通した方が回収率が高いということだったので、もし可能でしたら幼稚園や高

校にも協力を依頼するということも必要かなと思いました。 

また、こういう調査については全国学力学習状況調査でも子どもの生活実態

についてはいろいろな結果が出ているのかなと思います。各学校での独自の学

校評価等に使う生徒・保護者アンケートなどもあるので、それとうまく共有で

きたら回収率が低いところでももっと客観性が出てくるのかなと思いました。 

あとは、面白いというか興味深いのは年収等でそれぞれの数値に違いが出て

くるというのはよく言われていますが、北広島の実態としてみた時も全国と傾

向が同じなんだなとこの資料を見て実感したところです。 

北広島は他市町村に比べて生徒1人あたりに対しての教育予算が高いのか

なと思っていますので、他市町村比べた時に北広島の子どもたちがどうなのか

という点についても個人的には気になりました。以上です。 

 

○会長     事務局、今の意見を受けていかがですか。 

 

○事務局    ありがとうございます。まず調査方法につきましては回収率が低かったとこ

ろもございましたので、今後同様な調査を行うときには配布・回収方法につき

ましても回収率が上がるように検討して参りたいと思います。 

また、学校などでされているさまざまな調査・アンケートなどと共有できれ

ばということでございますが、今は独自でそれぞれやっているところが多いと

思いますので、情報を収集して共有できるものはしていきたいと思いますので、

検討して参ります。 

年収別や他市町村との比較の部分ですけれども、こちらの調査内容につきま

しては、札幌市・北海道の行った調査とある程度比較のしやすいように作成し

ておりますので、今後も詳細に分析を進めていきまして北広島市内での対策と

いうことでこれからさらに検討を進めて参りたいと考えております。 

 

○会長     はい、ありがとうございます。事務局からほかにございますか。 

 

○事務局    子ども・子育て会議の今後のスケジュールについてでございますが、前回5

月に開催いたしました第1回の会議でスケジュールをお示ししたところでし

たが、本日の第2回子ども・子育て会議につきましては、本来7月に開催する

ものでしたが8月に食い込んでしましました。 

当初、第3回の会議を8月の予定としておりましたが、こちらについては今

月末か来月かということで再度調整をさせていただきたいと思っております

ので、よろしくお願いいたします。 

 

○会長     各委員から何かありましたらお願いいたします。よろしゅうございますでし

ょうか。 

        それでは、これをもちまして本日の会議を終了させていただきたいと思いま

す。ありがとうございました。 

 


